
水道局　令和４年度　局運営方針（案）
１．主な現状と課題

現在、本市の人口は増加傾向にありますが、将来的には減少に転じ、あわせ
て給水人口や給水収益も減少していくと推測されます。

一方で、浄水場、配水場や管路の老朽化が進み、その更新需要は更に増加し
ていく見込みです。また、災害時においても安定した給水を行うため、耐震化
対策を推進する必要があり、これらを計画的に進めていくことが課題となって
います。

水道局では、このような環境の変化や重要な課題に対応するため、令和3年3
月に策定した「さいたま市水道事業長期構想（2021－2030）」に基づき、財政
とバランスの取れた施設整備を行うなど、効率的かつ効果的な事業運営を推進
する必要があります。

（１）水道施設の再構築の推進
安全・安心な水道水を安定して供給していくため、将来の水需要の減少を踏

まえた、水道施設の効率的な配置や適切な施設能力・規模への計画的な改良・
更新を進めるとともに、地震等の災害に対しても信頼性の高い強靭な水道施設
の再構築を推進する必要があります。

老朽管更新工事 自家発電設備
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２．基本方針・区分別主要事業

（１）水道施設の改良更新、耐震化等の整備を計画的に進めます。

(単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

1 総振水道施設整備事業 12,404,296 11,356,186 水道水の安定供給を図るため施設整備を推 613

〔水道計画課〕 進

（２）ＤＸによる行政手続のデジタル化を推進します。

(単位:千円)

№ 区分 事業名 令和4年度 令和3年度 説明
概要掲載
ページ

2 新規営業事務事業 85,461 0 Ｗｅｂ口座振替受付サービス及び水道窓口 612

〔営業課〕 クラウドサービスを実施するとともに、水 613

道メーター検針におけるリモートネット

ワークの導入に向けた準備を開始

財政とバランスの取れた水道施設の計画的な改良・更新を進め、安全で強靭かつ持続的な水道の
構築を目指します。

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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（企業会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

1款

1

2

3

1款

1

2

3

4

＜主な事業＞

33,891,400 28,510,235

１　営業収益 32,558,757 １　営業費用 27,678,003

（1）給水収益 29,923,195 （1）水源費 9,286,603

　水道料金収入です。 　受水費 8,475,288

　　　［参考］水道料金収入の推移　　　　　（税抜） 　埼玉県からの受水に係る費用です。

（2）配給水費 10,751,828

　ア　社会福祉就労支援事業 13,796

　　　検定有効期限を過ぎた水道メーターを再利用可能

　　な部分と廃棄する部分とに分解する作業を授産施設

（2）その他営業収益 2,536,794 　　に委託する事業です。

　ア　配給水管維持管理等負担金 349,440 　イ　小中学校飲用水直結化推進事業 226,438

　　　下水道などの他事業が地下埋設物を設置する際、 　　　蛇口から直接水を飲むという文化を継承するため、

　　支障となる水道管を移設させる場合等に受けるもの 　　一部の給水方式を直結式に切り替える事業です。

　　です。 　ウ　配給水管修繕事業 1,453,607

　イ　下水道使用料同時徴収事務負担金 1,019,881 　　　迅速かつ円滑に漏水修繕を行うことにより、安定

　　　サービス向上のため実施している上下水道料金一 　　した水道水の供給を図る事業です。

　　括徴収の経費のうち、下水道使用料部分の負担金で

　　す。 （3）業務費 2,359,664

　ウ　分担金 1,100,088 　営業事務事業（うちＤＸ関連経費） 25,663

　　　新たに水道メーターを設置するなどした利用者が、　ＤＸによる行政手続のデジタル化を推進するため、Ｗ

　　口径に応じて負担するものです。 ｅｂ口座振替受付サービス等を実施します。

２　営業外収益 1,318,946 （4）総係費 1,772,520

（1）長期前受金戻入 1,232,663 　ア　国際協力推進事業 12,644

　償却資産の取得及び改良時に交付された補助金等の減 　　　水道局で培った経験や技術力を海外で生かすため、

価償却等に伴う収益化額を計上します。 　　ラオスへの技術支援を行う事業です。

　イ　震災対策事業 111,476

　　　災害時に、迅速かつ円滑な応急給水、応急復旧が

　　できるよう計画を立て、また、職員訓練等を実施す

　　る事業です。

２　営業外費用 810,438

（1）企業債利息 666,746

　企業債の利息の支払いに係る費用です。

（※　職員人件費については、Ｐ.614に掲載しています。）

32,558,757

会計名 水道事業会計

＜事業の目的・内容＞

局/部/課 水道局/業務部/水道財務課

水道事業会計予算書予算書

営業収益

資産売却代金 22

営業外収益 1,318,946

特別利益 13,697

補助金 363,515

企業債 6,250,000

負担金及び寄附金 743,861

水道事業収益

資本的収入

49,128,582

［総振：01-3-1-04］

［1款：水道事業費用］

前年度予算額 47,572,487

増減 1,556,095 

　市民生活を支えるため、安全で良質な水道水を安定して供給するとともに、地
震等の災害や渇水にも強い、たくましい水道をつくっていきます。
　また、健全経営の下、効率的な施設運営や利用者の視点に立った質の高いサー
ビスを提供します。

【収　　入】 【支　　出】

［1款：水道事業収益］

平成30年度決算額 26,967,627,451円

令和元年度決算額 26,798,808,987円

令和2年度決算額 26,952,652,074円

令和3年度当初予算額 26,645,420,000円

令和4年度当初予算額 27,202,905,000円
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（単位：千円）

7,357,398 20,618,347

１　企業債 6,250,000 １　建設改良費 15,980,920

　水道施設の整備事業に係る企業債です。 （1）施設整備費 14,093,776

　水道施設整備事業 12,404,296

２　負担金及び寄附金 743,861

　開発事業者等の依頼に基づく水道管の布設に係る負担 　　＜地下水源の整備＞ 111,963

金等です。 　　　地下水源の保全と有効活用を図るため、老朽化し

　　た深井戸の更新・改良を行う事業です。

３　補助金 363,515

　生活基盤施設耐震化等交付金による県からの補助金で 　　＜拠点施設の整備＞ 103,249

す。 　　　老朽化した自家発電設備等を更新する事業です。　

　　＜配水管の整備＞ 1,331,239

　　　漏水多発や出水不良の給水管の解消やバックアッ

　　プ機能の強化を図るため、配水管を整備する事業で

　　す。

　　＜老朽管の更新＞ 10,178,845

　　　漏水等の事故防止を図るため、老朽化した水道管

　　を計画的に更新し、同時に管路の耐震化を図る事業

　　です。

  　＜耐震化の推進＞ 679,000

　　　震災での被害を最小限に抑えるため、浄・配水場

  　施設等の耐震化を進める事業です。

（2）設備改良費 1,887,144

　計量法により定期的に交換の必要な水道メーターの設

置等に要する経費です。

　営業事務事業（うちＤＸ関連経費） 59,798

　ＤＸによる行政手続のデジタル化を推進するため、Ｗ

ｅｂ口座振替受付サービス及び水道窓口クラウドサービ

スの実施に必要なシステム改修を行います。また、水道

メーター検針におけるリモートネットワークの導入に向

けたシステム再構築を行います。

２　償還金 4,637,427

　企業債の元金償還金に係る経費です。

［総振：09-2-4-01］

【収　　入】 【支　　出】

［1款：資本的収入］ ［1款：資本的支出］

［総振：52-2-2-01］
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